
小樽商科大学 卒業論文 （昭和31年度）

年度 番号 　論 題 （Theme） 備考

昭和31 682 我国賠償問題について
昭和31 683 金融恐慌及び金解禁問題について　-昭和初期の日本金融史-

昭和31 684
ロンドン割引市場に関する一考察　-Some Surveys of the London
Discount Market-

昭和31 685 金融政策についての覚え書
昭和31 686 戦後に於ける日本独占資本主義
昭和31 687 通貨の量的統制手段の効果と相互依存性
昭和31 688 中央銀行金融政策に関する一考察　-英国及び米国を中心として-
昭和31 689 銀行資本と銀行取引の分析

昭和31 690
日本紡績業に於ける独占的結合の史的分析序説　-日露戦争前に於ける
紡績併合会について-

昭和31 691 戦後資本主義経済分析に関する一試論
昭和31 692 幸徳秋水に関する一考察　-自記年譜を中心として-
昭和31 693 フランス革命における農民
昭和31 694 中世ロシヤに於ける商人資本
昭和31 695 インドの村落共同体に関する研究
昭和31 696 日本における帝国主義的支配の確立

昭和31 697
K.マルクスの「ヘーゲル法哲学の批判的検討」について-「クロイツナッハ時
代」のマルクス

昭和31 698 北海道農村社会構造論
昭和31 699 大平天国運動についての二三の考察
昭和31 700 チャーティズムの分裂と崩壊
昭和31 701 日本漁業独占資本の成立と零細漁業
昭和31 702 サルトルの自由論
昭和31 703 自由民権の思想　-植木枝盛を中心として-
昭和31 704 独立自営農民Yeomanの展開とその没落

昭和31 705
近世北海道におけるニシン建網漁業資本の考察　-安政二年江差地方の
網切騒動を中心にして-

昭和31 706 イギリス綿業資本の発達　-ランカシアーを中心に-
昭和31 707 北海道に於ける農家経営の構造的特質
昭和31 708 日本の近代化と文学
昭和31 709 現代中国経済社会に於ける生産手段所有形態に関する諸問題
昭和31 710 イギリス革命について
昭和31 711 アジアの経済発展　-その理論的諸問題-

昭和31 712
ハロッド成長率理論の研究　Towards A Dynamic Economics を中心にして
-

昭和31 713
所得分析的景気循環論えの覚書　-ケインズからハロッドヘの発展を中心
として-

昭和31 714 後進国の経済開発と外国資本
昭和31 715 日本における生活水準の変動
昭和31 716 国際資本移動理論の発展を辿って
昭和31 717 経済発展並びに資本蓄積論
昭和31 718 J.ロビンソンのマルクス経済学批判を巡って
昭和31 719 ハロッド理論における貨幣要因の作用
昭和31 720 J.ロビンソンの雇用理論
昭和31 721 成長経済学に於ける完全雇用政策
昭和31 722 「動態経済学序説」をめぐって
昭和31 723 投資の決定要素
昭和31 724 ケインズの利子論
昭和31 725 近代利子理論についての一考察(ケインズの流動性選好説を中心にして)
昭和31 726 ケインズ利子論の研究
昭和31 727 景気理論　その予測に関する一考察
昭和31 728 日本に於ける漁業生産の構造分析と漁業金融の問題点
昭和31 729 貨幣賃銀理論
昭和31 730 戦時における日本経済についての若干の考察
昭和31 731 現代景気理論に於ける二つの模型分析について
昭和31 732 独占効果の二重性について
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昭和31 733
ケインズ「貨幣論」に於ける一考察　-純粋理論特に貨幣の基本方程式を
中心として-

昭和31 734 国際貿易理論　-古典学派理論の修正に関する若干の考察-
昭和31 735 国民経済の財政政策論
昭和31 736 マーシャル「経済学原理」に関する若干の考察
昭和31 737 現代利子理論及びその系譜的研究
昭和31 738 わが国の雇用問題について　-ケインズの雇用理論を中心として-
昭和31 739 海上被保険利益の特徴、及び種類に就いての若干の考察
昭和31 740 「海上保険の史的発展」に就いて
昭和31 741 海難救助と救助料
昭和31 742 海上保険に於ける損害防止費用
昭和31 743 海上保険契約に於ける告知義務について
昭和31 744 ヨーク・アントワープ規則を中心とした共同海損に関する一考察
昭和31 745 会計主体の本質
昭和31 746 企業会計の主体について、企業会計の利益について
昭和31 747 企業会計に於ける当期業績主義の位置について
昭和31 748 後入先出法に関する若干の考察
昭和31 749 税法に於ける資本剰余金概念の導入について
昭和31 750 経営分析の方法論、その発展的考察
昭和31 751 減価償却と資本蓄積
昭和31 752 貨幣価値変動会計　-修正原価主義を中心として-
昭和31 753 資金運用表による経営分析
昭和31 754 費用収益の認識測定原則に関する一考察
昭和31 755 ペイトン・リトルトンの基礎概念
昭和31 756 原価差額処理の問題について
昭和31 757 原価計算の発展　-実際原価計算より標準原価計算へ-
昭和31 758 企業利益と損益計算
昭和31 759 商法と企業会計原則

昭和31 760
企業会計と法人税　-税法と企業会計原則との調整に関する意見書を中心
として-

昭和31 761 減価償却における評価の問題
昭和31 762 監査制度の調整問題に関する一考察
昭和31 763 利益概念考究
昭和31 764 会計主体論
昭和31 765 予算統制における基本問題
昭和31 766 暖簾論
昭和31 767 減価償却の理論的構造
昭和31 768 内部監査と経営組織
昭和31 769 会計主体論の方法
昭和31 770 会計原則と監査基準　-その基礎理論-

昭和31 771
ブレッキーの経済変動論について　The Theory of Economic Dynamics に
おける彼の理論の骨子とその批判

昭和31 772
資本蓄積に関する若干の歴史的考察　-ケインズ体系中の蓄積概念を中
心に-

昭和31 773 潜在的失業の分析　-日本における一雇用理論-

昭和31 774
賃銀論的側面よりのケインズ批判　-マルクス経済学からの近代経済学批
判-

昭和31 775 ハロッドに於ける成長率理論の考察
昭和31 776 資本蓄積の問題
昭和31 777 恐慌論研究
昭和31 778 ハロッド「経済動学」研究序説
昭和31 779 完全雇用と安定　-カルドア理論を中心として-
昭和31 780 経済成長理論に関する覚書
昭和31 781 J.ロビンソンの成長理論
昭和31 782 経済成長理論に於ける二つの理論模型に就いて
昭和31 783 均衡分析に関して
昭和31 784 経過分析の一展望　-ルンドベリー「経済発展理論」の紹介-
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昭和31 785 長期停滞の内生理論　-アメリカ資本主義についてのSteindl の研究から-

昭和31 786
マルクス経済学とケインズ経済学における雇用と失業の理論　-J.ロビンソ
ンによる矛盾と再検討及びロビンソンによる長期雇用の理論-

昭和31 787 後進国における経済発展と資本蓄積に関する若干の考察
昭和31 788 技術進歩について
昭和31 789 わが国の合成繊維工業に関する若干の考察
昭和31 790 根抵当権論
昭和31 791 譲渡担保に付いて
昭和31 792 過失責任と無過失責任
昭和31 793 中華人民共和国憲法の性質
昭和31 794 国際間の資本移動　-賠償と外資導入を中心として-
昭和31 795 東西貿易と日中貿易
昭和31 796 我国における為替管理の問題点について
昭和31 797 後進国経済開発
昭和31 798 貿易と海運の相互関連に関する一考察
昭和31 799 最近の貿易体制における東南アジア諸国の後進性について
昭和31 800 為替相場の決定機構に就て
昭和31 801 現行信用状制度の実際とその商務
昭和31 802 国際貿易と後進経済発展
昭和31 803 ハリス編〝合衆国の国際経済政策〟の抄訳
昭和31 804 資本主義停滞の渦中にある後進国経済開発の問題
昭和31 805 日中貿易の研究
昭和31 806 賠償問題　-その歴史と理論と実際-
昭和31 807 日中貿易に関する一考察
昭和31 808 日中貿易の現状と将来について
昭和31 809 東西貿易の潮流

昭和31 810
C.I.F.契約に於ける〈売主の義務〉　-Warsaw-Oxford Rules:1932を中心とし
て-

昭和31 811 経済成長とドル問題
昭和31 812 後進国経済開発の基本問題
昭和31 813 リニア・プログラミングの利益図表化
昭和31 814 電子計算機と経営管理
昭和31 815 企業経営と数
昭和31 816 リニヤー・プログラミングの特質について

昭和31 817
経済及び経営問題に於ける行動決定の理論について　-線形計画論を中
心として-

昭和31 818 リニヤー・プログラミングとゲームの理論
昭和31 819 従来の生産理論とリニヤープログラミング
昭和31 820 予算統制上の販売予算と市場調査の関係に就いて
昭和31 821 利益計画論
昭和31 822 在庫品管理に於ける初歩的検討
昭和31 823 標準原価計算の会計機構への導入並びに原価差額の処理の問題
昭和31 824 コントローラー制度　-その導入に於ける諸問題-

昭和31 825
事務の合理化と統計会計機械　-証券業に於ける統計会計機械に依る事
務の合理化の実例-

昭和31 826 利益図表の利用について
昭和31 827 ダイレクト・コステイング論
昭和31 828 わが国のコントローラー制度瞥見
昭和31 829 企業利潤計算論考　-標準原価計算の財務会計的機能に就いての考察-
昭和31 830 労務もんだいの管理会計的研究序説
昭和31 831 販売員訓練に関する小論
昭和31 832 吾国生産性測定上に於ける問題点　-BLS報告書との対比を中心として-
昭和31 833 経営組織合理化と内部統制
昭和31 834 経営とコミュニケーション
昭和31 835 予算統制と標準原価
昭和31 836 生産性向上に関する一考察
昭和31 837 運転資本財務に関する一般問題
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昭和31 838 部分補償計算について
昭和31 839 利益管理と経営方針
昭和31 840 公経営に関する一研究
昭和31 841 経営者リーダーシップについての若干の考察
昭和31 842 企業経営に於ける損益分岐点　-費用の分解を中心として-
昭和31 843 株式会社に於ける支配集中について
昭和31 844 費用論争（覚書）　-グーテンベルク・メレロヴィッツの論争-
昭和31 845 経営体と労務管理　-労使関係に関する一考察-
昭和31 846 人間関係の一考察　-経営合理化の観点より-
昭和31 847 包装に関する基本的考察
昭和31 848 市場の経済学的考察
昭和31 849 生産性向上と雇用問題
昭和31 850 中小小売商店の販売について
昭和31 851 我国に於ける市場調査
昭和31 852 百貨店問題の一考察　-百貨店の現代的課題-
昭和31 853 販売促進に関する考察
昭和31 854 広告の効果について
昭和31 855 近代マーケッティングにおける広告倫理に関する研究
昭和31 856 日本経済における中小企業の地位　-中小企業の本質を如何に考えるか-
昭和31 857 中小企業と金融問題
昭和31 858 生産性向上論　-その意義と課題-
昭和31 859 小売商
昭和31 860 消費経営合理化論主に消費者財の証票制を中心として
昭和31 861 小売配給組織について　-小売商問題の一局面-
昭和31 862 動態的信用創造論　-ハイエクの所説を中心に-
昭和31 863 信用創造の限界に対する一考察
昭和31 864 吾が国会計原則に於ける剰余金に関する若干の問題点
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